平成１８年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築計画 〕

【ＮＯ．１】

　図に示す空気線図に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれれか。

　１　「乾球温度25℃、相対湿度70%」の空気を、「乾球温度15℃、相対湿度40%」の状態にするには、

　　　冷却と同時に空気1kg当たり約10gの減湿が必要である。
　２　「乾球温度20℃、相対湿度70%」の空気を、乾球温度11℃まで冷却した後、乾球温度26℃まで

　　　加熱すると、相対湿度は約40%になる。
　３　「乾球温度0℃、相対湿度100%」の空気を、乾球温度24℃まで加熱すると、相対湿度は約20%に

　　　なる。
　４　「乾球温度22℃、相対湿度50%」の空気が表面温度10℃の窓ガラスに触れると、窓ガラスの表面

　　　で結露する。

　５　「乾球温度25℃、相対湿度80%」の空気と「乾球温度15℃、相対湿度20%」の空気とを同じ分量

　　　だけ混合すると、「乾球温度20℃、相対湿度50%」の空気となる。
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【ＮＯ．２】

　次の建築物の組合せのうち、建築された年代が最も隔たっているものはどれか。
　１　落水荘(アメリカ)　　　　　　　　　…　国会議事堂(東京都)

　２　パリ大聖堂(フランス)　　　　　　　…　東大寺南大門〔再建〕/奈良県)

　３　コロッセウム(イタリア)　　　　　　…　中尊寺金色堂(岩手県)

　４　ロンシャン教会堂(フランス)　　　　…　神奈川県立近代美術館(神奈川県〉
　５　ヴェルサイユ宮殿鏡の問(フランス)　…　桂離宮(京都府)

【ＮＯ．３】

　建築環境工学に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　照度は、受照面における単位面積当たりに入射する光束である。
　２　着衣量は、PMV(予測平均温冷感申告)を決定する要素の一つである。
　３　熱伝達率は、材料内の熱の伝わりやすさを示す材料固有の値である。
　４　残響時間は、室内の音が停止してから、音圧レベルが60dB低下するまでの時間のことである。
　５　ホルムアルデヒドは、室内空気汚染物質の一つである。
【ＮＯ．４】

　換気に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　自然換気は、主に、屋内外の温度差と屋外風圧力によって行われる。
　２　居室における必要換気量は、一般に、成人一人当たり5m3/h程度とされている。
　３　ガスコンロを使用する台所に設ける換気扇の有効換気量の算定には、理論廃ガス量が関係する。
　４　居室における必要換気量は、一般に、二酸化炭素の許容濃度を0.1%(1,000ppm)として算出する。
　５　換気の主な目的は、室内の空気を清浄に保つことであり、気流速を得ることではない。
【ＮＯ．５】

　床面積100m2の事務所において、イ～ヘの条件における機械換気による熱損失の値として、最も近いものは、次のうちどれか。ただし、熱交換器の使用はないものとし、室温は室内一様とする。なお、

1.0W･hは3.6kJとする。
　　　条件　　イ．天井高さ:3.Om

　　　　　　　ロ．換気回数:2.0回/h
　　　　　　　ハ．室温;20℃
　　　　　　　ニ．外気温:－5℃
　　　　　　　ホ．空気の比重:1.2kg/m3
　　　　　　　へ．空気の比熱:1.OkJ/(kg･K)

　１　1,700W

　２　2,500W

　３　3,000W

　４　4,000W

　５　5,000W

【ＮＯ．６】

　木造住宅の断熱性・気密性に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　熱損失係数は、建築物の断熱性や保温性を評価するのに用いられる。
　２　一般に、断熱性を高めると、暖房停止後の室湿の低下は緩やかになる。
　３　気密性を高めると、熱損失係数の値は小さくなる。

　４　壁体内の中空層に面した表面にアルミ箔を張ると、壁体の熱貫流率は増加する。
　５　二重窓の内側サッシの気密性を高めると、外側窓における室内側の結露を防止するのに効果が

　　　ある。
【ＮＯ．７】

　図は、北緯35度のある地点における晴天日の東(西)鉛直面、南鉛直面、北鉛直面及び水平面が受ける全日の直達日射量の年変化を示したものである。図中のA～Dの曲線と各面との組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

１
南鉛直面
東(西)鉛直面
水平面
北鉛直面

２
南鉛直面
水平面
東(西)鉛直面
北鉛直面

３
水平面
南鉛直面
東(西)鉛直面
北鉛直面

４
水平面
南鉛直面
北鉛直面
東(西)鉛直面

５
水平面
北鉛直面
南鉛直面
東(西)鉛直面

[image: image2.png]X 10
24

20 D

7 ; .
H

2 Al -t/ .

W 12 === > ==

8] : - -
‘f‘l = ’/ y ] \

it

Ky -1 | S T N

D
0

1241141 240 341 Y4 34 04 VA VA 9410041104124 g





【ＮＯ．８】

　色彩に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　演色とは、照明光が色の見え方に及ぼす影響のことをいう。
　２　白、黒及び灰色は、無彩色である。
　３　マンセル色相環において対角線上に位置する二つの色は、補色の関係にあり、混ぜると無彩色

　　　になる。
　４　同じ色の場合、一般に、面積の大きいものほど、明度及び彩度が高くなったように見える。
　５　マンセル表色系における明度は、完全な黒を10、完全な白を0として表示される。
【ＮＯ．９】

　音に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　同じ音響出力を有する機械が2台ある場合、1台のみを運転したときの音圧レベルが80dBであれ

　　　ば、2台同時に運転したときの音圧レベルは約85dBとなる。
　２　すべての方向に音を均等に放射している、収音源の場合、音の強さは音源からの距離の2乗に

　　　反比例する。
　３　20歳前後の正常な聴力をもつ人の可聴周波数の範囲は、20～20,000Hz程度である。
　４　板状材料と剛壁の間に空気層を設けた吸音構造は、一般に、低音域の吸音に効果がある。
　５　同じ音圧レベルの場合、一般に、1,000Hzの純音より100Hzの純音のほうが小さく聞こえる。
【ＮＯ．１０】

　親世帯(60歳代の夫婦)と子世帯(30歳代の夫婦と小学校低学年の子供二人)とが同居する二世代住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　両世帯が共用する玄関において、玄関ポーチとくつずりの高低差を3cmとし、くつずりの色は

　　　玄関ポーチの床の色と同色とした。
　２　子供室は、将来的に間仕切ることを考慮した共用の1室として計画した。
　３　親世帯の書斎における机上の照度は、JISにおける照度基準の2倍程度とした。

　４　廊下の手摺は、出入口等を除いて連続させ、端部は下方に曲げた。
　５　洗面所の水栓は、操作性を考慮してシングルレバー式とした。
【ＮＯ．１１】

　集合住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　メゾネット型は、1住戸が2層以上で構成される住戸形式であり、一般に、1住戸当たりの床面積

　　　が大きくなる。
　２　リビングアクセス型は、一般に、各住戸の表情を積極的に表に出すことを意図して、共用廊下

　　　側に居間を配置する形式である。
　３　ポイントハウスは、塔状に高く、板状型の住棟ばかりで単調になりがちな住宅地の景観に変化

　　　をもたらすことができる。
　４　スケルトン・インフィル住宅は、間口が狭く、奥行きが長い住戸内にライトウェル(光井戸)を

　　　設ける集合住宅である。
　５　コーポラティブハウスは、住宅入居希望者が集まり、協力して企画・設計から人居・管理まで

　　　を運営していく方式の集合住宅である。
【ＮＯ．１２】

　事務所ビルの計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　床面積が同じ事務室における机の配置形式については、一般に、並行式より対向式のほうが

　　　多くの机を配置することができる。
　２　レンタブル比は、貸事務所ビルの収益性に関する指標の一つであり、収益部分の床面積に対す

　　　る非収益部分の床面積の割合である。
　３　コアプランについて、より明快な二方向避難を計画するためには、センターコアよりダブル

　　　コアのほうがよい。
　４　フリーアクセスフロアは、床を二重とし、OA機器等の配線を円滑に行うことができる。
　５　ごみ排出物比率(重量)は、一般に、紙類が最も多いので、紙類専用のごみ置き場を計画する。
【ＮＯ．１３】

　商業建築の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　スーパーマーケットにおける客用の出入口を、店員用の出入口と分離した。
　２　高級品や固定客を対象とする店舗において、店頭形式を閉鎖型とした。
　３　ビジネスホテルにおいて、シングルベッドルームの1室当たりの床面積を15m2とした。
　４　一般的なレストランの厨房の床面積を、レストラン全体の床面積の30%とした。
　５　劇場におけるプロセニアムステージの舞台幅を、ブロセニアムの開口幅の1.5倍とした。
【ＮＯ．１４】

　公共建築の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　小学校において、低学年は総合教室型とし、高学年は特別教室型とした。
　２　美術館において、展示室の巡回形式は、一筆書き型とした。
　３　保育所において、乳児室は幼児の保育室と離して配置した。
　４　地域図警館において、一般開架貸出室の一部にレファレンスコーナーを設けた。
　５　診療所において、診察室は処置室と離して配置した。
【ＮＯ．１５】

　駐輪場及び駐車場の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　2階建の立体駐輪場において、階段を利用しながら自転車を手押しで移動するための斜路の勾配

　　　を、1/5とした。

　２　小型自動二輪車1台当たりの駐車スペースを、55cm×190cmとした。

　３　自走式の立体駐車場において、自動車用の斜路の本勾配を、1/8とした。
　４　自走式の立体駐車場において、車路を含む普通自動車1台当たりの所要床面積を、50m2とした。
　５　普通自動車が前進で45度駐車するための一方通行の車路幅を、470cmとした。
【ＮＯ．１６】

　高齢者のための社会福祉施設に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ケアハウスは、家族による援助を受けることが困難な高齢者が、日常生活上必要なサービスを

　　　受けながら自立的な生活をする施設である。
　２　特別養護老人ホームは、常時介護が必要で在宅介護を受けることが困難な高齢者が、入浴や

　　　食事等の介護、医師による健康管理や療養上の指導等を受ける施設である。
　３　老人デイサービスセンターは、在宅介護を受けている高齢者が、送迎等により通所して、入浴

　　　や日常動作訓練、生活指導等のサービスを受ける施設である。
　４　認知症高齢者グループホームは、介護を必要とする認知症の高齢者が、入浴や食事等の介護を

　　　受けながら共同生活を行う施設である。
　５　介護老人保健施設は、リハビリテーションや介護を必要とする高齢者が、長期的な入院治療を

　　　受ける施設である。

【ＮＯ．１７】

　身体障害者等の利用に配慮したコミュニティ施設の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　駐車場において、身体障害者に配慮した駐車スペースを、全駐車台数50台に対して2台分確保

　　　した。
　２　階段において、視覚障害者に配慮し、階段の手前30cmの床上に点状ブロックを敷設した。

　３　廊下において、手摺の直径を3.5cmとし、床から80cmの高さに設けた。
　４　屋外の傾斜路において、階段が併設されている場合、車いす使用者に配慮し、傾斜路の幅を

　　　80cmとした。
　５　エレベーターの乗降ロビーにおいて、車いすの回転を考慮し、乗降ロビーの床の広さを180cm
　　　×180cmとした。
【ＮＯ．１８】

　木造住宅の工法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　丸太紅工法は、丸太材や角材を使用して、壁体を井桁のように組み上げる工法である。
　２　プレファブ工法は、部材をあらかじめ工場で生産する方式で、品質の安定化、工期の短縮等を

　　　目的とした工法である。
　３　プレカット方式は、枠組壁工法(ツーバイフォー工法)特有の方式である。
　４　木造軸組工法においては、構造用合板等を使用することにより、高い剛性をもたせることが

　　　可能である。
　５　木質パネル工法は、あらかじめ工場で生産した木質パネルを、主に壁等の構造上主要な部分に

　　　使用し、現場で組み立てる工法である。
【ＮＯ．１９】

　建築設備に関する次の用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。
　１　電気設備　　　　…　　摩擦損失
　２　衛生器具設備　　…　　サイホンセット式
　３　給水設備　　　　…　　スロッシング
　４　照明設備　　　　…　　保守率
　５　空気調和設備　　…　　ゾーニング
【ＮＯ．２０】

　空気調和設備等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　床暖房は、一般に、室内における上下の温度差が少なくなる。
　２　変風量単一ダクト方式では、変風量(VAV)ユニットごとに、吹出し風量を制御することができる。
　３　第一種換気は、機械給気と機械排気との併用による換気である。
　４　外壁の室内側の窓下に床置型ファンコイルユニットを設置し、上向きの吹出しとすると、

　　　コールドドラフトの防止に有効である。
　５　定風量単一ダクト方式は、ファンコイルユニットと定風量単一ダクトとを併用した方式に比べ

　　　て、必要とするダクトスペースが小さくなる。
【ＮＯ．２１】

　給水・給湯設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　給水設備におけるポンプ直送方式は、受水槽を設けずに、給水ポンプにより建築物内の必要

　　　箇所に給水する方式である。
　２　集合住宅における設計用給水量は、一般に、居住者一人1日当たり200～350l程度である。
　３　給湯設備における加熱装置と膨張タンクをつなぐ膨張管には、止水弁を設けてはならない。
　４　元止め式のガス瞬間湯沸器は、一般に、給湯配管に接続しない。
　５　大便器の洗浄弁における最低必要圧力は、一般に、70kPaである.。
【ＮＯ．２２】

　排水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　排水トラップの封水深は、一般に、5～10cmとする。
　２　通気管の末端は、窓等の開口部付近に設ける場合、その開口部の上端から60cm以上立ち上げる

　　　か、又は水平に3m以上離す。
　３　排水立て管の上部は、伸頂通気管として延長し、大気中に開口する。
　４　通気管の横管は、その階の最も高い位置にある衛生器具のあふれ縁より10cm以内上方で横走り

　　　させて配管する。
　５　雨水排水立て管は、通気立て管と兼用してはならない。
【ＮＯ．２３】

　電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　住宅の配電方式は、一般に、単相2線式100V又は単相3線式1OOV/200Vが用いられる。
　２　事務所ビルにおける分電盤は、一般に、負荷の中心に近く、保守・点検の容易な場所に設ける。
　３　電線の太さと長さが同一の場合、三相3線式400Vの配電方式より、三相3線式200Vの配電方式の

　　　ほうが、大きな電力を供給できる。
　４　分電盤における分岐回路の数は、建築物の規模や負荷の数によって異なる。
　５　低圧屋内配線において、合成樹脂製可とう管は、コンクリート内に埋設してもよい。
【ＮＯ．２４】

　防災・消防設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　自動火災報知設備の差動式感知器は、周囲の温度の上昇率が一定値を超えたときに作動する。
　２　非常警報設備は、火災を自動的に感知し、音響装置により報知する設備である。
　３　閉鎖型スプリンクラー設備は、火災を自動的に感知し、散水して消火する設備である。
　４　非常用の照明装皿の予備電源は、停電時に30分間継続して点灯できるものとする。
　５　連結送水管は、消防隊が消火活動をするための設備であり、消防ポンプ自動車で送水して使用

　　　する。
【ＮＯ．２５】

　環境に配慮した建築設備計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　日射による最上階の室内への熱貫流を低減するために、建築物の屋上を緑化した。
　２　外気負荷を低減するために、全熱交換型の換気設備を用いた。
　３　蓄熱槽を小さくするために、氷蓄熱を採用した。
　４　窓の断熱性能を高めて、ペリメーター年間熱負荷係数(PAL〉の値を大きくした。
　５　成績係数(COP)が大きいルームエアコンを採用した。
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